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　ようやく松もとれようという1月7日の朝，突然羽根田俊治さんの言卜報に接し，
驚愕した。かねて内蔵疾患で入院されていたことは聞いていたが，まさかこれほ
ど急だとは。日頃酒もほとんどたしなまれず，身体に気をつけられていた羽根田
さんだけに，無常迅速を感じることひとしおであった。
　その翌々日，ひばりが丘教会で行われた前夜式は深い感銘を与えるものであっ
た。夜道を私の前に英語の先生方が一団となって歩いて行かれたが，その時ふと
その中に，いつものクリーム色のコートを着用している羽根田さんが居られるよ
うな幻覚を覚えたのだった。この中に羽根田さんが居ないというのは何としても
おかしいという気持が走ったのだった。そのことを傍の吉田悦志さんに洩らすと，
吉田さんも同感してくれた。そのように羽根田さんは，常に特に目立つというわ
けではないが，その存在によって周囲に暖かい雰囲気をもたらす方であった。し
かし内に厳しいものを蔵して居られたことは，病床における羽根田さんとキリス
ト教への入信について縷々述べられた牧師さんのお話によっても十分にうかがい
知られる所であった。献花の時には，日頃愛好されていたモーツァルトのピアノ
協奏曲Nα20の第2楽章が奏された。つね日頃クラシックに傾倒されていた羽根田
さんにまことにふさわしいおはからいであった。故人の洗練された教養の一端を
かいまみる思いで，心にしみ入った。
　羽根田さんとは個人的に深いおつきあいがあったわけではないが，お会いする
といつも春風胎蕩たる気分になるので，時にいろいろ雑事の相談に乗って頂いた
ことはある。また研究熱心な羽根田さんは，ある時森鴎外の「山椒大夫」に関連
して参考文献などにつき質問されたことがあった。その時何を目指して居られた
かもはや知る由もないが，英文学における伝説か説話の問題を日本文学との関連
において考えようとして居られたのではないだろうか。そのあたりについてお話
を聞いておけばよかったと，今となっては残念である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（19）
　羽根田さんには，いろいろ意外と言っては失礼かもしれないが，洒脱な面があ
ったのではなかろうか。ある朝，池袋駅でぱったり遭遇したことがあった。あま
りに思いがけなかったので，「ヤアこれはこれは」ということになったが，次のせ
りふが異口同音に「とんだ所へ北村大膳」となったのが何とも面白かった。御存
じ河竹黙阿弥作の「天衣紛上野初花」で，お数寄屋坊主河内山宗俊が上野宮の使
僧に化けて松江家に乗りこみ，家老の北村大膳に正体を見破られて吐く名せりふ
であるが，この時は羽根田さんは武蔵大学へ，私は駿河台校舎へ出講の途中で，
何の悪事にも関係なかったのは物足りなかったが。ともあれ，この時息が合った
のがなぜか忘れられず，しばらく心楽しかった。
　とりとめのないことを書き連ねて，天国の羽根田さんは苦笑して居られるであ
ろう。御冥福を心よりお祈りいたします。
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